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１ 鎌倉市下水道事業の現状 

（１）鎌倉市下水道事業の関連計画の概要 

➢ 上位計画 

⚫ 鎌倉ビジョン 2034 

策 定 令和８年(2026 年)３月 

計画期間 令和８年（2026 年）度から令和 16 年（2034 年）度まで 

概 要 
鎌倉市総合計画条例に基づく、まちづくりの基本理念並びに将来都市像とそ

の実現に向けた将来目標及びその方向性を示す計画 

U R L 
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/4th-

plan/main.html 
 

⚫ 鎌倉ミライ共創プラン 2030 

策 定 令和８年(2026 年)３月 

計画期間 令和８年（2026 年）度から令和 12 年（2030 年）度まで 

概 要 
鎌倉市総合計画条例に基づく、基本構想を実現するための政策又は施策の体

系及びその方針を示す計画 

U R L 
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/keiki/4th-

plan/main.html 
 

⚫ 鎌倉市都市マスタープラン 

策 定 平成２７年(2015 年)９月 

計画期間 平成 28 年（2016 年）１月から令和 10 年（2028 年）3 月まで 

概 要 都市計画法に基づく、市町村の都市計画に関する基本的な方針となる計画 

U R L 
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/plan/index_m

asterplan.html 
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⚫ 鎌倉市下水道総合浸水対策基本計画 

策 定 平成 20 年(2008 年)８月 

計画期間 
平成 20 年度（2008 年度）から概ね５年間 

なお、現在も継続中 

概 要 
重点的に対策を行うべき地区において、対象降雨（既往最大降雨）に対して緊

急かつ効率的に、都市浸水による被害の最小化を図ることを目的とした計画 

U R L 
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/gesui/gesuid

ou12.html 
 

⚫ 鎌倉市雨水管理総合計画 

策 定 令和８年(2026 年)３月 

計画期間 

当面(～10 年)：令和１７年度(2035 年度)まで 

中期(～20 年)：令和 2７年度(2045 年度)まで 

長期(～30 年)：令和 3７年度(2055 年度)まで 

概 要 
現況の浸水要因の分析や課題を整理し、現行の雨水計画の内容を踏まえた上

で、浸水対策に関する基本的な方針を定めた計画 

U R L 未定  

⚫ 鎌倉市社会基盤施設マネジメント計画 

 

 

 

 

 

策 定 平成 28 年(2016 年)３月(令和８年(2026 年)４月改訂予定) 

計画期間 

短期計画期間：令和７年度(20２5 年度)まで 

中期計画期間：令和 1７年度(2035 年度)まで 

長期計画期間：令和 3８年度(2056 年度)まで 

概 要 
本市が管理するインフラが深刻化する状況においても将来にわたって「市民

の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける」ことを目指して策定する計画 

U R L 
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/toshiseibi/in

fra_management_plan01.html  
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 （２）組織の状況 

➢ 組織体制 

本市には、昭和 47 年度（1972 年度）から平成７年度（1995 年度）まで職員数が 100

人を超える「下水道部」を設置していました。平成５年度（1993 年度）に山崎下水道終末処

理場で供用を開始したことに伴い、４課２センターの体制となりました。その後、整備が一段

落した平成８年度（1996 年度）から、建設部門を統合した建設部に編入され、現在は、道路

等を所管する都市整備部に下水道部門が加わり、主に下水道事業を管轄しているのは下水

道経営課、下水道河川課、浄化センターの２課・１センターとなっています。令和８年度

(2026 年度)からは、下水道経営課、下水道整備管理課、浄化センターとなる予定です。 

令和７年度(2025 年度)現在の各所属の業務内容は以下のとおりです。 

 

課等名 担当名 主な仕事内容 

下水道経営課 経営計画担当 下水道事業に関する統計・報告、公共下水道・雨水調整池（ポンプ

排除方式）等に関する計画 

料金担当 下水道使用料、受益者負担金、受益者分担金、補助金と貸付金、指

定工事店の指定、責任技術者の登録 

設備担当 排水設備工事に関する確認申請・検査、指導・調査 

下水道河川課 下水道担当 公共下水道に関する企画・調査、下水道台帳の整備、公共下水道・

雨水調整池（ポンプ排除方式）の建設・維持管理 

河川担当 河川施設に関する企画・調査・建設・維持管理、雨水調整池（ポンプ

排除方式を除く）の建設・維持管理 

浄化センター 施設担当 下水道終末処理場・汚水ポンプ場・雨水ポンプ場の運転・維持管理 

水質管理担当 下水道終末処理場等の水質管理・水質分析、事業場排水指導 
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 （３）下水道事業施設の整備状況 

➢ 管きょの管理数量 

種別 既設数量 備考 

汚水管きょ 490.0 ㎞   

下水道終末処理場 2 箇所   

中継ポンプ場 6 箇所  

汚水低地排水ポンプ 59 箇所 ２箇所休止中 

雨水管きょ 239.0 ㎞ 
開きょ、矩形きょ、台形き

ょを含む 

雨水調整池 
7 箇所 

下水道事業計画施設 

（ポンプ排水式） 容量：25,100.0ｍ３ 

雨水低地排水ポンプ 9 箇所   

雨水ゲート 8 箇所   

➢ 管種（汚水管きょ） 

管種 延長（ｍ） 割合（%） 

鉄筋コンクリート管 163,000.0 33.3 

硬質塩化ビニル管 322,604.0 66.0 

その他（ダクタイル鋳鉄管など） 3,596.0 0.7 

合計 489,200.0 100.0 

➢ 管種（雨水管きょ） 

管種 延長（ｍ） 割合（%） 

鉄筋コンクリート管 132,802.0 55.6 

硬質塩化ビニル管 2,381.0 1.0 

強化プラスティック管 1,424.0 0.6 

その他（ダクタイル鋳鉄管など） 51.0 0.1 

開きょ 40,003.0 16.8 

矩形きょ 30,949.0 13.0 

台形きょ 31,090.0 13.0 

合計 238,700.0 100.0 
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➢ 下水道終末処理場 

  本市には昭和 47 年(1972 年)に供用開始した七里ガ浜下水道終末処理場と平成 5 年

(1993 年)に供用開始した山崎下水道終末処理場があります。各施設の概要は以下のとお

りです。 

⚫ 七里ガ浜下水道終末処理場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 

施設平面図 
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主要な施設 個数 構造 能力 摘要

2台 汚水ポンプ 約18㎥/分/台 2/2

2台 汚水ポンプ 約18㎥/分/台
内1台予備

2/2

4池
鉄筋コンクリート造り

平行流矩形池
水面積負荷　約39㎥/㎡・日 A系：4/4

4池
鉄筋コンクリート造り

平行流矩形池
(二階層沈殿池)

水面積負荷　約48㎥/㎡・日 B系：4/4

2槽
鉄筋コンクリート造り

迂回流式矩形池
滞留時間　約9時間 A系：2/2

4槽
鉄筋コンクリート造り
旋回流片側散気矩形池

(深層曝気式)
滞留時間　約9時間 B系：4/4

4池
鉄筋コンクリート造り

平行流矩形池
水面積負荷　約15㎥/㎡・日 A系：4/4

4池
鉄筋コンクリート造り

平行流矩形池
(二階層沈殿池)

水面積負荷　約18㎥/㎡・日 B系：4/4

1池
鉄筋コンクリート造り
多列迂回流式矩形池

接触時間　約35分 A系：1/1

1池
鉄筋コンクリート造り
多列迂回流式矩形池

接触時間　約20分 B系：1/1

汚 泥 濃 縮 槽 1槽 鉄筋コンクリート造り 固形物負荷　約47kg/㎡・日 1/1

機 械 濃 縮 設 備 3台 機械式濃縮機 処理能力　約15㎥/時/台
内1第予備

3/3

汚 泥 貯 留 槽 1槽 鉄筋コンクリート造り 貯留時間　76時間 1/1

汚 泥 脱 水 設 備 2台 機械式脱水機 処理能力　約270kg・DS/時/台 2/2

管 理 棟 2棟 鉄筋コンクリート造り
管理室、事務室、

水質試験室
2/2

塩 素 混 和 池

反 応 タ ン ク

最 終 沈 殿 池

最 初 沈 殿 池

主 ポ ン プ 設 備

主要施設 
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⚫ 山崎下水道終末処理場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 

山崎下水道終末処理場

鎌倉市山崎354-2

大船処理区

47,050㎥/日

46,700㎥/日

26,659㎥/日

(令和5年4月～令和6年3月)

分流式

標準活性汚泥法

濃縮方式 機械濃縮

脱水方式 機械脱水

焼却方式 流動床

平成5年6月

処理方式

供用開始

名称

位置

計画処理能力（全体）

現有処理能力

流入水量

流入方式

対象処理区

汚泥処理方式

施設平面図 
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主要施設 
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➢ ポンプ場 

現在は相模湾沿いに 7 つの中継ポンプ場（汚水）が設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポンプ場位置図 
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➢ 汚水低地排水ポンプ場（マンホールポンプ） 

本市は起伏が多い地形を特徴としていることから、汚水のマンホールポンプが多く設置さ

れており、鎌倉処理区：48 箇所、大船処理区：11 箇所を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚水マンホールポンプ一覧表【鎌倉処理区①】 
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汚水マンホールポンプ一覧表【鎌倉処理区②】 
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汚水マンホールポンプ一覧表【大船処理区】 



16 

  

➢ 雨水貯留施設 

本市では、浸水対策施設として 7 箇所の雨水調整池を設置しており、全てポンプ排水式と

なっています。全施設の貯留能力の合計は、25,100 ㎥です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水区名 施設名 位置 貯留能力 摘要

二 又 川 排 水 区 腰越調整池 腰越864 1,400㎥ 雨水調整池

梅 田 川 排 水 区 台調整池 台1-2-25 10,450㎥ 雨水調整池

柏尾川右岸第 1排水区 玉繩調整池 岡本2-18-9 5,000㎥ 雨水調整池

柏尾川左岸第 4排水区 笛田調整池 笛田1-11-34 3,500㎥ 雨水調整池

積 善 川 排 水 区 ハイランド調整池 十二所992外2筆 2,100㎥ 雨水調整池

柏尾川右岸第 2排水区 岡本調整池 岡本字外耕地1500-17 1,664㎥ 雨水調整池

関 谷 川 排 水 区 城廻調整池 城廻字中村636-8 849㎥ 雨水調整池

雨水貯留施設一覧表 

雨水貯留施設位置図 
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➢ 雨水ゲート 

本市では、雨水ゲートを 8 箇所に設置しており、うち 3 箇所は電動ゲートです。 

 

 

 

 

 

➢ 雨水低地排水ポンプ場（マンホールポンプ） 

本市では、雨水のマンホールポンプを 9 箇所設置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 構造又は形式 設置年月日 所在地 備考

1 柏尾川S1号 RJ1.5×1.8 鎌倉市山崎下河内33番地先

2 柏尾川S2号 SE20×20 S61.9.29 鎌倉市岡本1018番地先 電動ゲート

3 柏尾川S4号 SB10×10 S55年度 鎌倉市岡本二丁目2番1号先

4 柏尾川S5号 SE10×10 S63.3.30 鎌倉市岡本二丁目13番23号先 電動ゲート

5 坂の下S1号 SB10×10 S52.2.10 鎌倉市坂の下26番地先

6 坂の下S2号 SB10×10 S52年度 県営坂の下駐車場前

7 町屋橋S1号 SE20×20 S61.3 鎌倉市上町屋525番地先 電動ゲート

8 台調整池S1号 鎌倉市台一丁目2番25号先

雨水ゲート一覧表 

吐出量

(㎥/分)

1 岡本A号
岡本2-19-17先
(柏尾川右岸加藤工務店裏)

S50 柏尾川 Φ100･5.5kW･0.8㎥/分×2台 1.6

2 岡本B号
岡本2-19-44先
(柏尾川右岸加藤工務店裏)

S61.2.8 柏尾川
Φ400･22kw･16㎥/分×2台
Φ65･1.5kw･0.45㎥/分×1台

32.0

3 岡本C号
岡本2-13-18先
(柏尾川右岸富士ｿﾌﾄｳｪｱ横)

S50 柏尾川 Φ100･5.5kW･0.8㎥/分×2台 1.6

4 岡本H号
岡本1445
(岡本市営住宅前)

H19.3.23 柏尾川 Φ150･5.5kW･3.0㎥/分×2台 6.0

5 岡本I号 岡本1-21先 H21 柏尾川 Φ200･7.5kW･5.6㎥/分×2台 11.2

6 大船D号
大船1-26-5先
(砂押川左岸)

S52.3.30 砂押川 Φ150･7.5kW･4㎥/分×2台 8.0

7 台E合 台1-12-13先 S57.3.31 柏尾川
Φ400･22kw･16㎥/分×2台
Φ65･1.5kw･0.7㎥/分×1台

32.0

8 台G号
台1-2-25
(台調整池前)

H2.10.16 柏尾川
Φ400･22kw･20㎥/分×2台
Φ65･0.75kw･0.2㎥/分×1台

40.0

9 御成A号
御成町12-32
(鎌倉駅西口自転車置場横)

S49.3.6 Φ100･5.5kW･0.8㎥/分×2台 1.6

放流河川 設備概要設置年No. 名称 所在地

雨水マンホールポンプ一覧表 
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 （４）財政状況 

    本市下水道事業が地方公営企業法の適用を開始した令和元年度以降の財政状況につい

て、全国統一的な指標を用いて作成している経営比較分析表を基に次のとおり示します。 

➢ 経常収支比率 

法適用企業に用いる経常収支比率は、当該年度において、料金収入や一般会計からの繰

入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標で

す。 

【算出式】 
経常収益

経常費用
× １００ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 112.06 108.53 104.95 104.41 109.38 109.71

類似団体平均値 107.03 106.55 106.01 105.5 105.24 105.55

100

102

104

106

108

110

112

114

経常収支比率（％）
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➢ 累積欠損金比率 

営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益剰

余金等でも補てんすることができず、複数年度にわたって累積した損失のこと）の状況を

表す指標です。 

【算出式】 
当年度末処理欠損金

営業収益−受託工事収益
× １００ 

   

   

➢ 流動比率 

短期的な債務に対する支払能力を表す指標です。 

【算出式】 
流動資産

流動負債
× １００ 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 0 0 0 0 0 0

類似団体平均値 7.69 5.95 5.27 4.83 4.5 4.38

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

累積欠損金比率（％）

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 20.25 28.16 34.25 50.7 60.2 81.1

類似団体平均値 73.02 72.93 80.08 87.33 92.26 99.9

0

20

40

60

80
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➢ 企業債残高対事業規模比率 

料金収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。 

【算出式】 
企業債現在高合計−一般会計負担額

営業収益−受託工事収益−雨水処理負担金
× １００ 

 

 

➢ 経費回収率 

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標であり、使用

料水準等を評価することが可能です。 

【算出式】 
下水道使用料

汚水処理費（公費負担分を除く）
× １００ 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 577.26 950.89 677.62 591.34 429.15 311.33

類似団体平均値 708.89 730.52 672.33 668.8 652.8 624.62

0
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企業債残高対事業規模比率（％）

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 72.62 83.49 75.91 78.12 86.97 96.32

類似団体平均値 97.91 98.61 98.75 98.36 97.29 99.29
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➢ 汚水処理原価 

有収水量１㎥当たりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方

を含めた汚水処理に係るコストを表した指標です。 

【算出式】 
汚水処理費（公費負担分を除く）

年間有収水量
× １００ 

 

 

➢ 施設利用率 

施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理水量の割合であり、施

設の利用状況や適正規模を判断する指標です。 

【算出式】 
晴天時一日平均処理水量

晴天時現在処理能力
× １００ 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6

当該値 181.04 154.23 171.2 167.28 175.83 161.74

類似団体平均値 144.11 141.24 142.03 142.11 145.49 144.28
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➢ 水洗化率 

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を

表した指標です。 

【算出式】 
現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口
× １００ 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R6

該当値 93.51 93.51 93.57 93.66 93.64 93.68

類似団体平均値 94.58 94.56 94.75 94.92 95.01 94.96
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２ 経営戦略２０２１の進捗状況 

（１）施設の投資計画 

 本編において、令和７年度末における計画に対する進捗をまとめていますが、各年度にお

ける進捗を次のとおり示します。 

➢ 緊急輸送路の汚水管修繕改築工事 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 
実施設計 

1.7km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.4km 

改築工事 

0.4km 

改築工事 

0.4km 

改築工事 

1.3km 

金額 
9 

百万円 

9 

百万円 

56 

百万円 

56 

百万円 

60 

百万円 

190 

百万円 

実
績 

数量 
実施設計 

1.0km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.2km 

改築工事 

0.0km 

改築工事 

0.4km 

金額 
７ 

百万円 

23 

百万円 

21 

百万円 

21 

百万円 

0 

百万円 

72 

百万円 

 

➢ 民間開発団地管渠の改築更新 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 0km 0km 0km 0km 0km ０km 

金額 
0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

実
績 

数量 
 

0km 

 

0km 

調査 

86km 

修繕改築 

計画策

定 

 

０km 

 

金額 
0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 

0 

百万円 
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➢ 雨水管・雨水調整池の修繕改築 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 
修繕改築 

計画策定 

改築工事 

0.2km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.5km 

金額 
60 

百万円 

45 

百万円 

45 

百万円 

45 

百万円 

45 

百万円 

240 

百万円 

実
績 

数量 ― 
修繕改築 

計画策定 

実施設計 

0.4km 

実施設計 

0.1km 

改築工事 

0.1km 

改築工事 

0.1km 

金額 
0 

百万円 

0 

百万円 

13 

百万円 

12 

百万円 

37 

百万円 

62 

百万円 

 

➢ 下水道終末処理場の耐震化・改築（七里ガ浜下水道終末処理場） 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 
耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 

耐震設計・

工事 

耐震設計・

工事 

耐震、改築

設計・工事 
 

金額 
40 

百万円 

58 

百万円 

914 

百万円 

1,712 

百万円 

1,255 

百万円 

3,979 

百万円 

実
績 

数量 
耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 
 

金額 
55 

百万円 

34 

百万円 

29 

百万円 

43 

百万円 

143 

百万円 

304 

百万円 

 

➢ 下水道終末処理場の耐震化・改築（山崎下水道終末処理場） 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 ― 
耐震診断・

設計 

耐震診断・

設計 

耐震、改築

設計・工事 

耐震、改築

設計・工事 
 

金額 
0 

百万円 

157 

百万円 

132 

百万円 

405 

百万円 

1,755 

百万円 

2,449 

百万円 

実
績 

数量 ― 耐震診断 
耐震診断・

設計 

耐震診断 

改築設計 

耐震診断 

耐震、改築 

設計・工事 

 

 

金額 
0 

百万円 

153 

百万円 

139 

百万円 

196 

百万円 

444 

百万円 

932 

百万円 
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➢ 持続型下水道幹線再整備事業 

 R3 R4 R5 R6 R7（見込） 合計 

計
画 

数量 ― 地質調査 
基本検討 

(管きょ) 

全体計画変

更 

基本検討 

(揚水施設) 

地質調査 

測量調査 

 

 

金額 
0 

百万円 

157 

百万円 

132 

百万円 

405 

百万円 

1,755 

百万円 

2,449 

百万円 

実
績 

数量 ― 地質調査 
基本検討 

(管きょ) 
― 

地質調査 

測量調査 

 

 

金額 
0 

百万円 

14 

百万円 

17 

百万円 

0 

百万円 

78 

百万円 

109 

百万円 

 

（２）財政計画 

本編において、令和７年度末における計画に対する進捗をまとめていますが、各年度にお

ける進捗を次のとおり示します。 

➢ 企業債 
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➢ 下水道使用料 

⚫ 使用料単価 
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➢ 繰入金 
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３ 経営戦略 2026（主な取組）の実施予定 

本編５０ページ(１)主な取組総括表に記載の各項目における、各年度の事業内容及び投資額

を次のとおり示します。 

【前期（令和８年度(2026 年度)～令和 12 年度(2030 年度)）】 

 

  数量等 投資額 内容 投資額

①緊急輸送道路・軌道下に
埋設している汚水管の修
繕・改築

P51
修繕改築を行った緊急
輸送道路・軌道下に埋設
している汚水管の延長

km 0.35 0.76 約1.3億円

【事業指標】0.43km

【事業内容】
・管更生 0.08km

約0.2億円

②民間開発団地に埋設して
いる汚水管の修繕・改築

P52
修繕改築を行った民間
開発団地に埋設している
汚水管の延長

km  ０ .0 0.71 約1.6億円

【事業指標】0.0km

【事業内容】
・実施設計 0.70km

約0.21億円

③重要な汚水幹線のマン
ホール蓋の修繕・改築

P54
修繕改築を行った重要
な汚水幹線のマンホール
蓋の基数

基 208 323 約0.9億円

④雨水管・雨水調整池の修
繕・改築

P55
修繕改築を行った雨水
幹線の延長

km 0.04 0.39 約3.2億円

【事業指標】0.09km

【事業内容】
・管更生 0.05km

約0.37億円

再構築した山崎下水道終
末処理場の主要設備の
台数

台 0 121

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、ポン
プ・汚泥処理設備等 約17.3億円

改築・更新をした七里ガ
浜下水道終末処理場の
主要設備の台数

台 0 36

再構築した雨水調整池の
ポンプの台数

台 0 22

主な取組 該当ページ 事業指標 単位
令和７年度末

実績

経営戦略2026
令和17年度末目標

令和８年度

⑤下水道終末処理場等の設
備の改築・更新

P56 約352億円
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内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額

【事業指標】0.43km

【事業内容】

・実施設計 0.45km
約0.13億円

【事業指標】0.50km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.20億円

【事業指標】0.57km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.21億円

【事業指標】0.64km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.21億円

【事業指標】0.15km

【事業内容】
・管更生 0.15km

約0.37億円

【事業指標】0.30km

【事業内容】
・管更生 0.15km

約0.17億円

【事業指標】0.37km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.18億円

【事業指標】0.44km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.18億円

【事業指標】223基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 15基

約0.10億円

【事業指標】243基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 20基

約0.13億円

【事業指標】253基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 10基

約0.07億円

【事業指標】0.12km

【事業内容】
・管更生 0.03km

約0.37億円

【事業指標】0.19km

【事業内容】
・管更生 0.07km

約0.37億円

【事業指標】0.25km

【事業内容】
・管更生 0.06km

約0.37億円

【事業指標】0.25km

【事業内容】

・実施設計 0.20km
約0.13億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、ポン
プ・汚泥処理設備等 約38.8億円

【事業指標】66台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、ポン
プ・汚泥処理設備等
・設計
A系水処理・制御設備
等

約58.5億円

【事業指標】66台

【事業内容】
・改築・更新
A系水処理・制御設備
等
・設計
B系水処理設備棟等

約14.8億円

【事業指標】66台

【事業内容】
・改築・更新
A系水処理・制御設備
等 約15.7億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・設計
中央監視設備、汚泥処
理設備等 約1.1億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、汚泥処
理設備等 約13.6億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、汚泥処
理設備等
・設計
A系水処理施設、B系
水処理施設等

約28.2億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・設計
台調整池、玉縄調整
池、笛田調整池、岡本
調整池

約1.1億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
台調整池、玉縄調整池
・設計
腰越調整池、城廻調整
池、ハイランド調整池

約4.4億円

【事業指標】０台

【事業内容】
・改築・更新
台調整池、玉縄調整池
腰越調整池、城廻調整
池、ハイランド調整池

約10.4億円

令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度
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【後期（令和 13 年度(2031 年度)～令和 17 年度(2035 年度)）】  

数量等 投資額 内容 投資額

①緊急輸送道路・軌道下に
埋設している汚水管の修
繕・改築

P51
修繕改築を行った緊急
輸送道路・軌道下に埋設
している汚水管の延長

km 0.35 0.76 約1.3億円

【事業指標】0.70km

【事業内容】
・管更生 0.06km

約0.18億円

②民間開発団地に埋設して
いる汚水管の修繕・改築

P52
修繕改築を行った民間
開発団地に埋設している
汚水管の延長

km  ０ .0 0.71 約1.6億円

【事業指標】0.50km

【事業内容】
・管更生 0.06km

約0.16億円

③重要な汚水幹線のマン
ホール蓋の修繕・改築

P54
修繕改築を行った重要
な汚水幹線のマンホール
蓋の基数

基 208 323 約0.9億円

【事業指標】263基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 10基

約0.08億円

④雨水管・雨水調整池の修
繕・改築

P55
修繕改築を行った雨水
幹線の延長

km 0.04 0.39 約3.2億円

【事業指標】0.29km

【事業内容】
・管更生 0.04km

約0.37億円

再構築した山崎下水道終
末処理場の主要設備の
台数

台 0 121

【事業指標】101台

【事業内容】
・改築・更新
A系水処理・制御設備
等
B系水処理設備棟等
・設計
C系水処理設備棟等

約17.4億円

改築・更新をした七里ガ
浜下水道終末処理場の
主要設備の台数

台 0 36

【事業指標】４台

【事業内容】
・改築・更新
中央監視設備、汚泥処
理設備等
A系水処理施設、B系
水処理施設等

約36.0億円

再構築した雨水調整池の
ポンプの台数

台 0 22

【事業指標】22台

【事業内容】
・改築・更新
腰越調整池、城廻調整
池、ハイランド調整池 約6.5億円

主な取組 該当ページ 事業指標 単位
令和７年度末

実績

経営戦略2026
令和17年度末目標

令和１３年度

⑤下水道終末処理場等の設
備の改築・更新

P56 約377億円
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内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額

【事業指標】0.76km

【事業内容】
・管更生 0.06km

約0.18億円

【事業指標】0.56km

【事業内容】
・管更生 0.06km

約0.16億円

【事業指標】0.61km

【事業内容】
・管更生 0.05km
・実施設計 0.70km

約0.38億円

【事業指標0.66km

【事業内容】
・管更生 0.05km

約0.14億円

【事業指標】0.71km

【事業内容】
・管更生 0.05km

約0.14億円

【事業指標】273基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 10基

約0.08億円

【事業指標】283基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 10基

約0.08億円

【事業指標】303基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 20基

約0.15億円

【事業指標】323基

【事業内容】
・蓋-受枠交換 20基

約0.15億円

【事業指標】0.33km

【事業内容】
・管更生 0.04km

約0.37億円

【事業指標】0.36km

【事業内容】
・管更生 0.03km

約0.37億円

【事業指標】0.39km

【事業内容】
・管更生 0.03km

約0.37億円

【事業指標】0.39km

【事業内容】

・実施設計 0.20km
約0.13億円

【事業指標】101台

【事業内容】
・改築・更新
B系水処理設備棟等

約6.7億円

【事業指標】113台

【事業内容】
・改築・更新
B系水処理設備棟等
C系水処理設備棟等 約19.6億円

【事業指標】113台

【事業内容】
・改築・更新
C系水処理設備棟

約3.9億円

【事業指標】121台

【事業内容】
・改築・更新
C系水処理設備棟等

約9.6億円

【事業指標】４台

【事業内容】
・改築・更新
A系水処理施設、B系
水処理施設等
・設計
砂ろ過施設等

約18.2億円

【事業指標】４台
【事業内容】
・改築・更新
A系水処理施設、B系
水処理施設等
砂ろ過施設等 約20.2億円

【事業指標】４台
【事業内容】
・改築・更新
砂ろ過施設等

約5.1億円

【事業指標】36台
【事業内容】
・改築・更新
砂ろ過施設等

約5.1億円

令和１６年度 令和１７年度令和１４年度 令和１５年度
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【前期（令和８年度(2026 年度)～令和 12 年度(2030 年度)）】 

 

  
数量等 投資額 内容 投資額

⑥重要な汚水幹線の耐震化
（マンホール浮上対策、可と
う継手）

P58

耐震化工事を行った災
害拠点等から下水道終
末処理場に接続するマン
ホールの基数

基 93 153 約1.2億円

⑦内水浸水の解消 P59
対策に向けた実施設計
に着手した重点対策地区
数

地区 0 2 約10.9億円

【事業指標】0地区

【事業内容】
・現地確認
・関係機関協議調整

０億円

耐震化工事を行った管
理棟の延床面積

㎡ 0 1,988

耐震化工事を行ったB系
水処理設備棟（一部）の
延床面積

㎡ 0 4,012

⑨山崎下水道終末処理場の
耐震化

P61
耐震化工事を行った管
理棟・沈砂池ポンプ棟等
の延床面積

㎡ 0 24,438 約113億円

【事業指標】０㎡

【事業内容】
・耐震化工事
沈砂池ポンプ棟、汚泥
焼却設備棟等

約3.2億円

下水道終末処理場を一
元化する幹線の工事完
了割合

% 0 40

山崎下水道終末処理場
のC系水処理設備の工事
完了割合

% 0 100

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
公共下水道全体計画
変更
測量・地質調査

約1.9億円

【事業指標】０㎡

【事業内容】
・耐震化工事

約0.6億円

主な取組 該当ページ 事業指標 単位
令和７年度末

実績

経営戦略2026
令和17年度末目標

⑩持続型下水道再整備事業 P62 約235億円

⑧七里ガ浜下水道終末処理
場の耐震化

P60 約15億円

令和８年度
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内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額

【事業指標】93基

【事業内容】

・実施設計 60基
約0.10億円

【事業指標】103基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

【事業指標】0地区

【事業内容】
・現地確認
・関係機関協議調整

０億円

【事業指標】0地区

【事業内容】
・現況、路線測量 3地
区

約0.50億円

【事業指標】0地区

【事業内容】
・予備設計 3地区 約1.02億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・詳細設計 2地区 約1.39億円

【事業指標】０㎡

【事業内容】
・耐震化工事
沈砂池ポンプ棟、汚泥
焼却設備棟等

約7.7億円

【事業指標】13,076
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
沈砂池ポンプ棟、汚泥
焼却設備棟等
・設計
A系水処理設備棟、制
御設備棟等

約16.4億円

【事業指標】13,076
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
A系水処理設備棟、制
御設備棟等
・設計
B系水処理設備棟等

約12．2億円

【事業指標】13,076
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
A系水処理設備棟、制
御設備棟等

約12.5億円

約3.9億円

【事業指標】6,000㎡

【事業内容】
・耐震化工事

約9.4億円

【事業指標】０㎡

【事業内容】
・耐震化工事

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
管渠基本設計
山崎処理場・山崎新ポ
ンプ場基本検討 約2.7億円

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
都市計画変更
事業計画変更(下法・
都計法)
山崎処理場基本設計
山崎新ポンプ場基本
設計

約2.5億円

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
測量・地質測量

約0.4億円

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
公共下水道全体計画
変更
都市計画変更
事業計画変更(下法・
都計法)

約0.5億円

令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度
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【後期（令和 13 年度(2031 年度)～令和 17 年度(2035 年度)）】 

 

 

 

 

  

数量等 投資額 内容 投資額

⑥重要な汚水幹線の耐震化
（マンホール浮上対策、可と
う継手）

P58

耐震化工事を行った災
害拠点等から下水道終
末処理場に接続するマン
ホールの基数

基 93 153 約1.2億円

【事業指標】113基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

⑦内水浸水の解消 P59
対策に向けた実施設計
に着手した重点対策地区
数

地区 0 2 約10.9億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・築造 開渠工 2地区
（継続）

約2.30億円

耐震化工事を行った管
理棟の延床面積

㎡ 0 1,988

耐震化工事を行ったB系
水処理設備棟（一部）の
延床面積

㎡ 0 4,012

⑨山崎下水道終末処理場の
耐震化

P61
耐震化工事を行った管
理棟・沈砂池ポンプ棟等
の延床面積

㎡ 0 24,438 約122億円

【事業指標】21,518㎡

【事業内容】
・耐震化工事
A系水処理設備棟、制
御設備棟等
・耐震化工事
B系水処理設備棟等
・設計
管廊等

約16.6億円

下水道終末処理場を一
元化する幹線の工事完
了割合

% 0 40

山崎下水道終末処理場
のC系水処理設備の工事
完了割合

% 0 100

主な取組 該当ページ 事業指標 単位
令和７年度末

実績

経営戦略2026
令和17年度末目標

P60 約11億円
⑧七里ガ浜下水道終末処理
場の耐震化

⑩持続型下水道再整備事業 P62 約235億円

【事業指標】
０%,０%

【事業内容】
・実施設計

約2.2億円

令和１３年度
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内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額 内容 投資額

【事業指標】123基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

【事業指標】133基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

【事業指標】143基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

【事業指標】153基

【事業内容】
・浮上抑制 10基

約0.19億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・築造 開渠工 2地区
（継続）

約2.30億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・築造 開渠工 2地区
（継続）

約1.13億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・築造 開渠工 2地区
（継続）

約1.13億円

【事業指標】2地区

【事業内容】
・築造 開渠工 2地区
（継続）

約1.13億円

【事業指標】21,518㎡

【事業内容】
・耐震化工事
B系水処理設備棟等

約8.9億円

【事業指標】24,438
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
B系水処理設備棟等
・耐震化工事
管廊等 約15.3億円

【事業指標】24,438
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
管廊等

約11.4億円

【事業指標】24,438
㎡

【事業内容】
・耐震化工事
管廊等

約8.6億円

【事業指標】
０%,3０%

【事業内容】
・実施設計
・機械・電機工事
　C系水処理設備 約73.億円約12.7億円

【事業指標】
13%,6０%

【事業内容】
・整備工事
　幹線　約1km
・機械・電機工事
　C系水処理設備

約61.2億円

【事業指標】
26%,10０%

【事業内容】
・整備工事
　幹線　約1km
・機械・電機工事
　C系水処理設備
・実施設計
　D系水処理設備

約78.9億円

【事業指標】
4０%,10０%

【事業内容】
・整備工事
　幹線　約1km
・実施設計
　D系水処理設備
 整備工事【約0.5km】

令和１４年度 令和１５年度 令和１６年度 令和１７年度
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